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1. 音とその分類

音とは

聞こえる音と聞こえない音

波動の音と光との違い

音に関連した技術分野

音に関する研究

音は疎密波である

可聴領域：20Hz-20ｋHz

1)光は電磁波の一種類、音は疎密波、2)刺激源と情報源

1)音解析、2）音の低減と制御、3)音声認識、4)音声合成

物理学、電気・電子工学、情報工学、心理学、医学、建築学など

音の歴史

信号・画像計測特論(1)

7．音響デザイン

計測システム研究室
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6．音声の特性と解析

6.1 音声と言語

6.2 発声器官の構造と機能
1)母音の分類,  2)2種類の子音

6.3音声の物理的特性
1)音声の瞬時性質, 2)音声の周波数特性, 
3)音声の統計的性質

6.4音声のスペクトル分析
1)離散フーリエ変換, 2)自己相関によるパワースペクトル, 
3)ケプストラムの求め方, 4)最大エントロピー法(MEM),

6.5音声の時間・周波数解析
1)短時間フーリエ変換, 2)Wigner分布, 3)ウェーブレット変換, 
4)直交ウェーブレット解析（離散ウェーブレット変換）
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音質デザインの方向性

我々の生活の中では多くの音が存在している。音に求められる音

 質は下記の条件によって異なる。

１）機械の振動によって発生した音
通常、騒音として受け止められる音

２）情報を伝える音
警報、警告、電話の呼び出し音などのサイン音

３）より不快な他の音をマスクする音
集合住宅やオフィスなど公共空間などでの環境音

をマスクする音

４）快適性が求められる音
リラークス音楽などの快適な音

音の種類が異なると、音デザインの考えも異なる

＊桑野園子、音質デザインの方向性、日本音響学会誌、64-9（2008）、pp.551-555
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7.1
 

音のデザインの関連分野

１）製品の音デザイン（機械の音）

２）サイン音のデザイン（情報を伝える音）

３）映像の音デザイン（情報を伝える音）

４）公共空間の総合的な音環境デザイン

５）音のユニバーサルデザイン

音が美的感性へアピールする力
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7.2 製品の音デザイン

自動車のドアの開閉音

高級車にふさわしい開閉音は
 

製品の魅力
重厚感があり、低くて収まりのいい音
（シャープネスが低いのは特徴）

スーパルの車は音の断わりがあり
 

音は特徴

エンジン音への断わり、愛着
走りを感じさせる音、排気音への断わり

（わざわざ、マフラーを改造）

製品から発生する音は、製品の一部であり、デザインの対象となる

1) 自動車の音

（機械の振動により発生した音）
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２）カメラシャッター音

「撮った」という実感を感じさせる音

ミラーバンド時間を短く、減衰を速く

歯切れがよい、シャキッとして気持ちがよい

デジカメの音デザインは？

グレード応じた音（リアル音、ハイパーな音）

音が美的感性へアピールする力
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コピー機の
 

操作音

製品イ
 

メージ

カバーの開閉音

トレーの着脱音

３）
 

音声の実例
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トレー収納：高域の擦れ音（キー）
 →「不快」「安っぽい」
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カバーを閉じる：低域成分（ボン、ドン）→
 「丈夫」「高級」
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機械音の音質の経済評価

不快な音のするドライヤーの音質を改善
これに対していくら払うか？

仮想評価法によると

改善前
 

3,800円とする
改善後

 
どの程度なら余分に払う

7.3 製品音質の経済評価

音の価値？
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元の価格（3,800円）に対する上乗せ額に対する
 受託確率（その価格で購入を決意する確率）
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各属性の相対重要度（ドライヤー）各属性の相対重要度（ドライヤー）
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7.4 サイン音のデザイン

・警報、警告、電話の呼び出し音
機械の操作のフィードバック、動作終了音

・高齢者に配慮したサイン音

・視覚障害者のためのサイン音

・演出性をおびたサイン音

・心地よいサイン音（日常的な場所）

鳴ればよいー＞用途に合わせた最適デザイン

（情報を伝える音）
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サイン音に求められたもの

わかりやすい＝機能イメージを生ずる音デザイン

操作：短い音；
 

（ビツ）
呼出：速い変動；

 
（ピピピ）

警報：長い繰り返し
 

（ピーピーピー）

警告：低い基本周波数＋豊かな倍音
 

（ビィービィー）
終了：長い音の繰り返し、長い減衰

 
（チーン）

憶えやすいサイン音＝擬音語化しやすい音
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リバースギア報知音として
 ふさわしい周波数（純音）

Frequency(Hz)

3500300025002000150010005000

S
u
it
a
b
le

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 U
n
su

it
a
b
le

1.5

1.0

.5

0.0

-.5

-1.0

-1.5←
ふ

さ
わ

し
い

500:500 



17

周波数スペクトルがリバース
 報知音としてのふさわしさに
 及ぼす影響

刺激音：
8つの複合音＋
1kHzと2kHzの純音
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Temporal pattern(ms)
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程良い周期に関する考察

ウインカー報知音：400 msから500 msの周期

リズム研究において，長過ぎも短過ぎもしない自
 然なテンポ，自発的テンポ

リバース報知音：吹鳴，休止とも500～700 msの断続

吹鳴，休止をそれぞれ独立した時間間隔と考える
 と，長過ぎも短か過ぎもしない時間間隔の連なり

0.5秒の時間間隔のリズミックな連なり→快い周期感

短かくなると慌ただしく感じ，長くなると間延び

周期感を感じつつ落ち着いた感じ

周期的なサイン音として望ましい時間特性
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original

スペクトル重心を変化させた刺激音
ウインカー報知音としてふさわしい周波数スペクトル
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サイン音のデザインのあり方

・聴覚の特性を生かしたメッセージ伝達

（全方位性、時間特性）

・わかりやすく、憶えやすい

・快、（不快ではない）

・ユニバーサル・デザイン
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まとめ

製品から発生する音は、製品の一部であり、デザインの対象
となっているが、明確なデザイン基準はない。

サイン音のデザインには、人間の感性が重要となる。しかし
統一な評価はまだない

音が美的感性へアピールする力

１）機械の振動によって発生した音
（通常、騒音として受け止められる音）

２）情報を伝える音
（警報、警告、電話の呼び出し音などのサイン音）

音の種類が異なると、音デザインの考えも異なる
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7．音響デザイン

音質デザインの方向性

7.1
 

音のデザインの関連分野

7.2 製品の音デザイン

1) 自動車の音、 2）カメラシャッター音、
 

３）
 

音声の実例

7.3 製品音質の経済評価

7.4 サイン音のデザイン

7.5 リバースギア報知音

7.6 ウインカー報知音

7.7 まとめ
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１．レポートテーマ：
 １）二つのマイクで実現できる音響システム

２）心理音響評価技術について
その中から１つを選んでください。

２．A4レポート用紙３枚程度にまとめなさい。

３．提出期限：
 

PM5:00まで

４．提出場所：５階系事務室の隣（コピー機がある部屋）
レポート箱

レポート
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